
移住者と社会事業家のための、新しい支援体制構築
（人とモノの両面から） （庄原市空き家解決専門家ネットワーク）

課題 ・空き家問題の解決には、空き家の流通や利活用を進める「出口」に対する支援がない。
・行政の空き家バンクの限界
・各専門家の情報共有と事務作業が多く、業務を圧迫している。

目的 ・社会起業家を支援し、空き家の利活用を促進する
・行政版空き家バンクを補完する民間版空き家バンクの創設及び運営
・移住希望者や空き家予備軍（沈黙の空き家）の掘り起こしによる空き家の流通と予防

取組内容 ①多拠点居住、コワーキング等社会ニーズに空き家を利活用する取組
②空き家バンク物件掲載、移住者等のマッチング推進、遠隔地空き家所有者除去方法構築
③空き家の利活用の企画・提案から資金調達や事業運営まで、一貫したコンサルティング

成果 ①空き家を利活用する取組みに対するコンサルティング（古民家ホテル・サテライトオフィス・コワーキングスペース・農業等）
②行政と連携した民間版空き家バンクの創設（遠隔地空き家所有者、空き地、空き家予備軍に対応）
（流通５件・利活用６件・予防による解決２件）
③空き家の利用者を増やすための移住者向けセミナーの実施（全１回、１２人参加）
④空き家問題の解決業務を支援するデータベースの運営 ※VR機能付き物件情報を掲載
⑤庄原商工会議所と共催で、「庄原創業塾」の開催（全７回、受講生１３人）
→受講生の空き家解決事業の創業による空き家の利活用の推進
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